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　11 月㸷日（土）10ࠊ 日（日）ࠊἈ⦖┴総合㐠ື公園ᗞ⌫ሙ࡚࠸࠾࡟➨ 52 ᅇ␜ᒣሀ୍ᮼἈ⦖┴中学

校ࢸࢺࣇࢯニࢫ大会ࡀ㛤ദࠊࢀࡉ௦表⏨Ꮚᅋ体ࡢ㒊࡛大ᐅ࿡中学校⏨Ꮚࢸࢺࣇࢯニࢫ㒊ࡀඃ຾࡟㍤

きࠊ஑ᕞ大会ฟሙࢆỴめࠋࡓࡋࡲ

　２ᖺ生１ྡ１ࠊᖺ生㸴ྡ࡛活ືࡿ࠸࡚ࡋ大ᐅ࿡中学校⏨Ꮚࢸࢺࣇࢯニࢫ㒊ࡢࣥࢸࣉࣕ࢟ࠋ◁ᕝง

空ࢆࢇࡉ➹㢌ࡃࡿ᫂࡟࿴Ẽࣂ࣓ࣥࡓࡋ࡜࠸࠶࠸࠶ー࡛ࠋࡍ

　サーࢆࣈព㆑࡟⩦⦏ࠊࡋບ࡛ࢇきࡓ㒊員ࠋࡕࡓヨ合࡛ࡣኌࡀᯤࡃࡿࢀら࡟࠸ኌฟ࡜ࡋᛂ᥼࡟ຊࢆ

ධືࡢࡘ୍ࡘ୍ࠊࢀきࢆ大ษ࡟຾ࡕ㐍ࠋࡓࡋࡲࡳ大ᐅ࿡中ࠊ㙾ཎ中ࠊ小⚘中ࠊ⋢ᇛ中ࡢィ㸲校ࡢᑐ

戦ࡓࡗ࡞࡜Ỵ຾ࣜーࡣ࡛ࢢ小⚘中ࡢ࡜ヨ合୍ࡀ␒き࡟ࠎཱྀ࡜ࡓࡗ࠿ࡘヰࡋヨ合ࡾࡩࢆ㏉ࠋࡓࡋࡲࡾ

　２຾１ᩋࡓࡗ࡞࡜Ỵ຾ࣜーࡣࢢ┤᥋ᑐỴ࡛⋢ᇛ中࡟຾฼ࡓࡋ大ᐅ࿡中ࡀぢ事ඃ຾ࢆỴめࠋࡓࡋࡲ

　ง空ࠕࡣࢇࡉඃ຾ࡶ࡚࡜ࡣ࡜ࡇࡓࡋᎰࠋ࠸ࡋ஑ᕞ大会࡛ࣜࡣࡎࡲࠊࡋࡃ࡞ࢆࢫ࣑ࡢࡘ୍ࡘ୍ࡣー

࠸ࡓࡾࡀ࠶࡟戦ࢢ ࠕࠗࡣࢇࡉ㧘Ⰻ෽ᖹࡢ１ᖺ生ࠊࡳពẼ㎸ࠖ࡜ ⮬ศࡿࡸࡾ࠿ࡗࡋࢆ࡜ࡇࡿࡸࡢ ࢵࣔࢆ࠘

ࠋࡓࡋࡲࡋヰ࡜ࠖ࠸ࡓࡳᣮ࡟ヨ合࡟ーࢺ

　大ᐅ࿡中⏨Ꮚࢸࢺࣇࢯニࢫ㒊ࡣ 12 月 2� 日27ࠊ 日࡟⇃ᮏ┴࡛㛤ദࠕࡿࢀࡉ➨ 39 ᅇ஑ᕞࣗࢪニ࢔

㑅ᢤ中学生ࢸࢺࣇࢯ࢔ࢻࣥ࢖ニࢫ大会࡟Ἀ⦖┴௦表࡚ࡋ࡜ฟሙࠋࡍࡲࡋ

中学生ࡢ活㌍ࢆᮧẸᣲ࡚ࡆᛂ᥼࠸࡚ࡋき࠺ࡻࡋࡲ㸟

祝

第52回當山堅一杯沖縄県中学校ソフトテニス大会

大宜味中学校男子ソフトテニス部
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３ 楽しむ能楽・沖縄の伝統芸能

　11 月 14 日（木）、大宜味小・中学校体育館において楽しむ能「楽」（のうがく）プロジェクト　芭蕉布の里 能楽公演 in 大

宜味小・中学校が開催されました。

　この日、村内外から 400 名以上の観客が訪れ能楽の世界を楽しみました。最初に行われた　演目は「芭蕉」。芭蕉の精が舞

を舞いながら仏教の教えを説くもの。芭蕉の着物に身を包み優雅に舞う芭蕉の精の姿に見ほれました。狂言の「仏師」は御仏

を買い求めに都に来た田舎者を詐欺師が仏師を偽りだまそうとする話。二人の掛け合いと動きがおかしく笑いに包まれました。

最後の演目は「土蜘蛛」土蜘蛛を退治する話。放たれる蜘蛛の糸の演舞は圧巻で会場がわきました。

　今回の能楽で初めて能を見る方も多く「初めて見たけれど楽しかった」、「素晴らしかった」などの声が挙がりました。招待

された子どもたちも蜘蛛の糸を集めに走るなど各々で楽しめた能楽公演となりました。

　11 月 24 日（日）、第 11 回「特選 おきなわの伝統芸能 明日へつなぐ島々の祈り」が開催され、国立劇場おきなわ大劇場を

舞台に大宜味村謝名城区の「七福神」が公演されました。

　この公演は沖縄各地に伝わる伝統芸能などを一堂に集め舞台で上演することにより、地域の伝統芸能などに対する関心を高

め、その価値を見直す機会を提供し、地域文化の継承・発展に寄与することを目的に行われるもので、毎年県内各地から５つ

の団体が選定されます。

　過去にも本村からは第４回（2016 年）に塩屋区の「舞方・総踊り（塩屋のウンガミ）」が出演しており、今回は８年ぶり２

回目の出演となります。口上の紹介の後、神々たちが時に勇ましく、優雅に、陽気に踊り、最後のちらしでは全員で楽しく踊

り、会場をわかせました。

楽しむ能「楽」プロジェクト！

芭蕉布の里 能楽公演 in 大宜味小中学校

第 11 回 特選 沖縄の伝統芸能 明日へつなぐ島々の祈り

２おおぎみ展・空飛ぶ図書館

読書の秋、のんびり本を読んで癒されよう♪ 空飛ぶ図書館開催

　11 月２日（土）、旧大宜味小学校つどい室において「大宜味村 空飛ぶ図書館」が開催されました。

　年に一度行われるこのイベントでは沖縄県立図書館から料理や健康、沖縄やアメリカについての本など

様々なジャンル 647 冊の本を用意。絵本もたくさんあり、青山学院大学生おすすめの本も貸し出されまし

た。この日、子どもから大人までのべ 47

名が来場し読書の秋を堪能しました。

　また、青山学院大学生による大宜味の

昔話の読み聞かせやおもちゃづくりも行

われました。楽しいお話やかわいいブレ

スレットに訪れた人たちも大満足の空飛

ぶ図書館となりました。

誰もがアーティスト！芸術の祭典 第 50 回おおぎみ展開催

　11 月２日（土）～４日（月）、大宜味村農村環境改善センターにおいて第 50 回おお

ぎみ展が開催されました。

　久々に改善センターで行われたおおぎみ展。今年は 50 回の開催を記念して、芭蕉

布展、来年で 100 歳を迎える大宜味村役場旧庁舎展も同時に開催されました。

　３日間で 419 名が来場し会場では村内の子どもから大人まで、絵画や陶器、写真、

書道など多岐にわたり個人 206 点、７団体の作品が出展され、訪れた方たちの目を楽

しませました。

　また、３日には芸術体験講座「自由に絵を描こう！お絵かき講座」３日、４日両日

には「木の小物を作ってみよう」が行われ、お客さんも一緒に芸術に触れることがで

きました。



大教委通信 No.３５９２０２４年 （令和６年） １２月１日大教委通信 No.３５９２０２４年 （令和６年） １２月１日

ችၔᢎ⢒㐳ౣછࡈ࡞ࠧ࡮ఝൎ！࡮⍴ᦼ⇐ቇႎ๔会 ４
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ਿȊྦྷࡇఱٛ࿹ੳ "" ࣭൮ߴఘފΌσέ໐

11ࠊࢀࡉ௵෌ࡀᐑᇛᨻಙ教育長ࠊᗘࡢࡇ　 月８日（金）大ᐅ࿡ᮧᙺ

ሙᮧ長ᐊ࡚࠸࠾࡟㎡௧交௜式ࠋࡓࡋࡲࢀࢃ⾜ࡀ

　᫖ᖺ７ࡢ月ࡾࡼᑵ௵ࡓࡋᐑᇛ教育長ࡣ๓⡿㡲㑥㞝教育長ࡢṧࡢࡾ௵

期ࢆ終11ࠊ࠼ 月８日２ࡾࡼ期┠࡟ධࠋࡍࡲࡾ

　௵期ࡣ 202� ᖺ 11 月８日ࡾࡼ 2027 ᖺ 11 月７日ࡢ࡛ࡲ㸱ᖺ㛫ࡾ࡞࡜

ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸㢪࠾ࡃࡋࢁࡼら㸱ᖺ㛫࠿ࢀࡇࠋࡍࡲ

೰ࠨ࿒ܢˎ "" ಿठහ֗ޗઽଽ૞ݠ

　11 月 15 日（金）ࠊἈ⦖࢝ࣥࣜࢺークࣛࠊ࡚࠸࠾࡟ࣈ➨ 7� ᅇἈ⦖┴Ẹ

大会ࣇࣝࢦ➇ᢏࡀ㛤ദ1ࠊࢀࡉ� ᕷ㒆ࡾࡼ 180 ᅋ体戦࡛ᅜ㢌㒆ࠋฟሙࡀྡ

ࠋࡓࡋࡲ཰めࢆぢ事ඃ຾ࡀ

ー࣒ࢳྛ　 10 大ࠋࡍࡲࡋ᥇Ⅼ࡛࢔ࢥࢫࡢ఩８ྡୖࠊࡋ࡜ཧຍࡢ࡛ࡲྡ

ᐅ࿡ᮧ࠿らࡣሷᒇ区ࡢᐑᇛಇ஧ࡀࢇࡉ㒆௦表࡚ࡋ࡜ฟሙ77ࠊࡋ ᡴࡢዲᡂ

ࠋࡓࡋࡲࡋ⫣㈉࡟ඃ຾ࡢー࣒ࢳ࡛⦼

ࡇࡓࢀࢃᦠ࡟ࡇࡑࠋᰤෙࡓࢀ࡜࡚ࡗ࡞࡜ࡘ୍ࡀᮧ⏫ࡢᅜ㢌㒆ࡣඃ຾ࡢ௒ᅇࠕࡣࢇࡉᐑᇛ୍༤ࡢ╩┘　

ᐤࡶ࡟発ᒎࡢᢏ➇ࣇࣝࢦࡢᮏᮧࡣ࡜ࡇࡿ࠸ࡀ㑅ᡭࡢ大ᐅ࿡ᮧ࡟Ẹ大会ไぞ┴ࠊࡓࡲࠋ࠸ࡓࡋឤㅰ࡟࡜

୚࡜ࠖࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡃ࡚ࡋ႐ࠋࡓࡋࡲࡧඃ຾࠾め࡛ࡍࡲ࠸ࡊࡈ࠺࡜㸟㸟

　10 月 31 日（木）ࠕࠊᾏእ▷期␃学ࠖ

ཬ࠿࡞ࡕࡲࠕࡧ␃学ࠖ合ྠሗ࿌会ࡀ大

ᐅ࿡中学校ከ┠ⓗ教ᐊ࡛⾜ࠋࡓࡋࡲࢀࢃ

７月ࠊࡣሗ࿌会࡛ࡢࡇ　 11 日࠿ら７月

31 日࡚ࡅ࠿࡟ᐇ᪋ࠕࡓࡋࡲࡋᾏእ▷期

␃学ࠖ࡟ཧຍࡢ大ᐅ࿡中学校１ᖺ生ࡢ

๓⏣Ὀ㑣２ࠊࢇࡉᖺ生ࡢ大‴ᚰᬕࠊࢇࡉ

ྡ護㧗➼学校㸱ᖺ生ࡢ⸨⏣㞸ࡢࢇࡉィ㸱ྡ８ࠊ月㸷日～ 11 日２ࡢἩ㸱日࡛ᐇ᪋࠿࡞ࡕࡲࠕࡓࡋࡲࡋ␃学ࠖ

ࠊࢇࡉ㔛㝧⳯஀⚄ࠊࢇࡉ㑣ᇛ㞝⯅ࡢ２ᖺ生ࠊࢇࡉᒣ⪀ᕼ␜ࠊࢇࡉᖹⰋኴㄔࡢ大ᐅ࿡中学校１ᖺ生ࡢཧຍ࡟

⋢ඖⰼⱆࡢࢇࡉィ㸳ྡࡾࡼ␃学࡛学࡛ࢇきࡸ࡜ࡇࡓឤࢆ࡜ࡇࡓࡌ発表࠶ࠊࡋらࡓめ࡚␃学生活ࢆ振ࡾ㏉ࡾ

ࠋࡓࡋࡲ

　発表ࡢ㝿ࡣ生ᚐ全員ⱥㄒ࡛ࣆࢫーࠊࡋࢳሗ࿌会࡟ཧຍࡓࡋ᪉ࡶ࡟ศࢫࠊࣥࢥࢯࣃ࠺ࡼ࠸ࡍࡸࡾ࠿クࣜー

ᾏእࡸⱥㄒࠊ࡚ࡋ通ࢆ学生活␃ࡢࡇࠕࡣら࠿生ᚐࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ発表࡚ࡋᕤኵ࠸౑ࢆ࡝࡞┿෗࡚ࡗ౑ࢆࣥ

ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀሗ࿌ࡢ࡜ࠖࡓき࡛ࡀ体㦂࡞㈗㔜ࠊき࡛ࡀ࡜ࡇࡪ学ࢆ文化ࡢ

ᾏእ▷期␃学ࠕ　 ཬࠖ࠿࡞ࡕࡲࠕࡧ␃学 ࠊࡾ㏉ࡾめ࡚振ࡓら࠶ࢆ学体㦂␃࡞㈗㔜࡚ࡗ࡜࡟生ᚐࡓࢀࡉཧຍࠖ࡟

᭷ព⩏࡞ሗ࿌会ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜

５ ㆱ㔍⸠✵࡮࿑ᦠᖱႎ

図書室情報 θ��　202� ᖺ（௧࿴ �ᖺ）12 月
大ᐅ࿡ᮧᅗ᭩ᐊ（ᪧ議会Ჷ㸸ᮧྐ⦅⧩ಀෆ）

大ᐅ࿡ᮧᏐ大වஂ 157 ␒地　0980����3009　

12 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,682 人

〇貸出冊数…6,155 冊

〇登録者数…１81 人

11 月の統計（11/2６まで）

〇来室者数…のべ 47 人

〇貸出冊数…50 冊

現在の蔵書数…８,504 冊

֚૽֚૽̦̱̥࣐̽ͤ͂൲ȁ౷ૼȆೋ෨๰ඳ߱Ⴏ

　11 月㸴日（水）࡟大ᐅ࿡小࣭中学校８ࠊ日（金）ࡶ࡝ࡇࡳࡂ࠾࠾࡟園࡚࠸࠾࡟地㟈࣭ὠἼ㑊㞴カ⦎ࡀ

ࡲ὾ᒎᮃྎࡢ⤖ࡣ中学生ࠊ࡛ࡲᗈሙࡢࡾࡢࡳऔࡣ小学生ࠊ࠸౑ࢆ㑊㞴㝵ẁࡣ小࣭中学生ࠋࡓࡋࡲࢀࢃ⾜

࡛㑊㞴ࡶ࡝ࡇࠋ園࡛ࡣカ⦎ᨺ㏦ࡢᚋࠊᗂඣ㒊ࡢ園ඣࡀࡕࡓ園ࡢ⿬࠿ら⤖ࡢ὾ᒎᮃྎ࡛ࡲṌ࡚࠸㑊㞴ࡲࡋ

日㡭ࠕら࠿ࢇࡉ௰᐀᰿ࡢ⨬護ྡࡣࡕࡓ❺ඣࡢ大ᐅ࿡小ࡓࡋ㑊㞴࡟ࡾࡢࡳࠋ（ື⛣࡛ࢫࣂ園ࡣ保育㒊）ࡓࡋ

ࡿࡅࡘࢆ体ຊ࡚࠼ら㘫࠿ ࡿࡍື⾜࡚࠸⪺ࡾ࠿ࡗࡋࢆヰࡢඛ生ࠕࠊࠖ ࡢࡕࡔ཭ࠊ࠸࡞ࡅࡊࡩࡣ᫬ࡢ㑊㞴ࠕࠊࠖ

ࠋࡓࡋࡲࡾࢃ教࡜ࡔ大事ࡀࠖࡕẼᣢࡿࡅຓࢆࡕࡔ཭࡛࠸࡞ࡋࡣ࡜ࡇ࡞࠺ࡼࡿࡆጉࢆື⾜

県立図書館本コーナーより📚📚📚 📚📚📚

借りることができるのは　܍ 12 月 27 日（金）まで！！

　入れ替えのため、年内で貸出終了の本から一部紹介します。

●『ゆるく身につく家事のきほん』おそうじペコ / 著

●『子どもにいいこと大全』主婦の友社 / 編

●『冥界からの電話』佐藤愛子 / 著　●『紙の梟』貫井徳郎 / 著

●『夜がどれほど暗くても』中山七里 / 著　・・他約 300 冊あり

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31 1/1 2 3 4 

2024.12.28( 土 ) ～ 2025.1.5( 日 )

年末年始は閉まっています。

🌄　年明け 2025.1.6( 月 ) より開室
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村史編さんだより

村ผ✬ߐんだより

第 164 号　2024 年 12 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

第 3回「通史編」・第 1回「資料編」専門部会開催
　大宜味村史「通史編」及び「資料編」専門部会を 11

月 18 日（月）に開催しました。「資料編」専門部会は第

１回目の会議ということで、委嘱状交付と部会長、副部

会長の互選等を行い、以下の通り決定しました。

　部会長：米須邦雄　副部会長：仲原弘哲

　委員：前田國男、平良次子、宮城樹正

　村史編纂計画は今年度中で終了するため、委員の任期

は短い期間ではありますが、専門的なアドバイスをいた

だきながら、力を合わせて編集を進めていきたいと思い

ます。
会議ࡢᵝᏊ

新大宜味村史編さん基本計画
●「通史編」の編纂・発行　先史、古代、近世、近代、戦後等に加え昭和 54 年に発行された旧村史以降現在ま
での事象について総合的に編纂・発行する。
●「資料編」の編纂・発行　村史編纂にあたって資料の収集は極めて重要なことであり、村史編纂の基本になる
のは膨大な数量の史資料である。資料は単なる資料ではなく、資料編として各編、あるいは総合的に編纂する
必要がある。

䡚Ⓨห῭ᮧྐ䛾⤂௓䡚
　大宜味村史では平成 26 年から令和 4年にかけて各編ごとに 8冊の村史を発刊してきました。これらの村史は
図書室で閲覧・貸出のほか、販売も行っています。村の歴史に興味のある方はぜひご利用下さい♪

□シマジマ・ビジュアル版　わーけーシマの宝物

　　平成 26（2014）年 3月　　1000 円

□戦争証言集　渡し番―語り継ぐ戦場の記憶―」

　　平成 27（2015）年 3月　※非売品（希望者に譲渡）

□シマジマ本編　

　　平成 28（2016）年 3月　　3000 円

□移民・出稼ぎ編　

　　平成 29（2017）年 3月　　3000 円

□民俗編

　　平成 30（2018）年 3月　　4000 円

□言語編

　　令和 2（2020）年 3月　　3000 円

□人と自然編

　　令和 4（2022）年 3月　　4000 円

□写真集

　　令和 4（2022）年 12 月　　3000 円

䠓 村ผ✬ߐんだより

天野鍜助日記ヲ読ム９（最終回） （163 号つづき）

〇
一
月1

日　

朝
信
夫
婦
が
「
み
や
げ
も
の
」
を
携
え
て
見
へ
た
。
政
治
話
を
語
り
合
ふ
て

　

愉
快
で
あ
っ
た
。
黒
木
一
本
、
態
々
（
わ
ざ
わ
ざ
）
持
っ
て
来
て
呉
れ
た

○
一
月
十
五
日　

成
人
の
日
の
駅
伝
競
技
を
見
に
行
つ
た
。
村
の
成
人
一
四
〇
人
の
内
、

　

村
内
在
住
者
は
十
五
人

○
二
月
二
八
日　

北
部
長
生
会
。
老
齢
年
金
運
動
上
京
員
の
旅
費
の
件
で
来
年
度
の
予
算

　

編
成
に
は
慎
重
に
取
り
扱
へ
と
絶
叫
し
た
（
北
部
丈
が
陳
情
す
る
の
で
な
く
縣
一
円
で
せ

　

よ
と
の
意
味
）
閉
会
後
、
今
帰
仁
の
吉
田
君
が
「
其
通
り
だ
」
と
盛
ん
に
握
手
さ
れ
た

○
四
月
九
日　

電
灯
、
施
設
終
了
、
今
晩
電
灯
付
い
た

○
五
月
七
日　

支
那
行
、
饒
波
よ
り
十
一
名
の
戸
籍
簿
を
調
べ
た

○
五
月
十
二
日　

八
時
半
出
発
十
一
時
前
那
覇
着
。
文
林
堂
に
立
寄
り
従
弟
を
訪
ね
親
戚

　

話
で
花
が
咲
い
た
。
中
食
を
饗
さ
れ
辞
去
。
第
三
回
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
西
部
門
会
館

　

で
開
会
。
主
席
、
議
長
、
南
□
代
理
の
祝
賀
詞
が
あ
っ
て
閉
会
、
餘
誉
（
興
）
に
移
り
五

　

時
頃
辞
去
。
繁
多
川
に
行
っ
て
宿
（
泊
）
つ
た
。
孝
子
宅
に
も
行
っ
て
孫
と
も
会
っ
た

○
五
月
十
五
日　

ア
ブ
シ
バ
レ
ー
節
句
、
雨
天
の
為
、
事
務
所
で
会
合
、
酔
払
い
が
多
く
早

　

く
帰
っ
た

○
五
月
十
九
日　

兼
久
農
協
長
と
饒
波
役
員
と
自
分
と
打
合
会
。
電
灯
施
設
の
件

○
五
月
二
七
日　

浜
床
屋
で
散
髪
、
辺
土
名
、
ち
よ
宅
に
行
っ
て
大
兼
久
へ
直
行
、
正
子
宅

　

で
夕
食
、
兼
久
農
協
へ
。
村
内
の
農
協
を
村
一
組
合
に
す
る
こ
と
に
決
定
、
十
時
過
帰
宅

○
六
月1

日　

好
天
気
で
あ
っ
た
か
ら
宮
城
島
橋
側
の
朝
信
の
工
事
見
に
「
バ
ス
」
で
塩

　

屋
ま
で
行
っ
た
ら
豪
雨
で
引
返
し
た

○
六
月
十
五
日　

ブ
ラ
ジ
ル
の
一
郎
、
五
月
十
一
日
長
男
出
生
、
昭
男
と
命
名
し
た
と
の

　

通
知
が
鉄
夫
宅
よ
り
電
話
を
受
く

○
六
月
二
十
日　

「
父
の
日
」
に
付
き
ち
よ
、
正
、
孫
を
連
れ
て
料
理
を
携
へ
て
満
腹
。
那

　

覇
の
鉄
夫
宅
に
も
電
話
を
か
け
て
「
父
の
日
」
を
喜
ん
だ

○
七
月
六
日　

全
国
区
の
参
議
院
選
開
票
に
付
、
朝
よ
り
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
い
た
。

○
七
月
十
二
日　

北
部
長
生
会
。
六
五
年
度
決
算
原
案
、
六
六
年
度
予
算
原
案
承
認
。
分
担

　

金
は
半
額
八
月
末
日
、
半
額
二
月
末
日
。
老
齢
福
祉
年
金
支
給
陳
情
の
た
め
全
琉
の
老

　

人
会
よ
り
出
席
せ
し
む
る
こ
と

○
十
一
月
十
五
日　

立
法
院
議
員
選
挙
開
票　

民
主
党
十
九
、
社
大
七
、
人
民
一
、
□
□
三
，

　

社
会
二　

計
三
二
人　

○
十
一
月
二
四
日　

辺
士
名
行　

ナ
イ
ス
床
屋
で
理
髪
、
辺
士
名
校
時
代
の
生
徒
で
料
金

　

も
取
ら
ず
又
、
ポ
ケ
ツ
ト
に
五
十
仙
も
入
れ
て
あ
っ
た

○
十
二
月
八
日　

ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
、
日
本
軍
が
攻
撃
し
た
日
、
其
為
に
沖
縄
は
死
地
に
お

　

ち
い
っ
た

天
野
鍜
助
日
記　

昭
和
四
〇
年

　饒波出身の天野鍜助（明治 16－昭和

41）は、元々は教職にあったが 1920（大

正 9）年、初の民選村長に推され三期を

務めた。1931（昭和 6）年に起った村政

革新運動では平良真順と共にやり玉にあ

げられ、昭和７年に村長の座を退いたが、

その後も村会議員や県議などを歴任し、

戦後は三村の悲願であった高等学校設置

運動の先頭に立ち、地元饒波に辺士名高

校を誘致するなど、本村の発展に大きく

寄与したばかりでなく、一線を退いた後

も、大宜味村長生会（後の老人クラブ）初代会長として老人福祉に傾注した。

　その生きざまには、自らのおかれた場所において、ものごとに全力で取り組む勤勉で几帳面な性分が表れている。

８３歳で永眠する前年の昭和４０年までつけていた日記から、最晩年の様子を抜き出してみた。

　子や孫、親戚との交流に心躍らせる穏やかな暮らしぶりもの中にも、常に世情にアンテナを張り、地域の重鎮と

して頼られていた様子が読み取れる。また、村長在任中は３日にあげず酒座を渡り歩いた天野だが、この頃は「酔っ

払いが多く早く帰った」など、酒席から距離を取っている様子も窺える。

娘
家
族
と
共
に　

左
端
天
野
（
宮
城
倉
栄
自
伝
よ
り
）
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　　　「人前で表現する力」
　　

　　１２月は１日 (日 )の小学校きらめき発表会を皮切りに、こども園生活発表会、

中学校くがにー発表会と発表会が続きます。 村民の皆さんには学芸会という言葉

になじみが深いかと思いますが、 いずれも以前の学芸会に相当する活動です。 ね

らいは大勢の前で自分の思いや考えあるいは役割を、堂々と表現する力をつけることにあります。

　沖縄県ＰＴＡ連合会の大きな行事に 「小中学校童話・お話・意見発表大会」 があります。 終戦

間もない頃の沖縄の多くの子供たちは方言を使い、 標準語が使えず、 当然、 人前で話すことが苦

手だった、 という子供たちの現状を憂えた、 当時の沖縄教職員会の指導の下で、 学校の先生方が

一丸となって沖縄の子供たちに 「語彙力をつけること」 「発表力をつけること」 「表現力を高め

ること」等を目標として、１９４９年に始まった歴史のある大会です。 その役目を終えたのでしょ

うか、 今年が最後の大会となったようです。

　事実、 本村の子供たちも多くの場面で表現の機会があり、 確実に人前で堂々と表現する力がつ

いています。 今年も上記のそれぞれの発表会の中で、 どのような頑張りを見せてくれるのか楽し

みです。 さて、 皆さんが子供時代の学芸会はどのようなものだったのでしょうか？私が小中学校

の頃はというと必ず主役がいて、 一部の子がかなり目立っていました。 しかし、 最近はどの子も

ほぼ平等に出番があります。 「一人の賢者よりも多数の普通の人が賢いし、 鋭い一人の知恵より

平均的な多数の知恵の方が上だ」とは世界的な企業グーグル会長であったエリック氏の言葉です。

　また、 日本でも同じようにトヨタ方式というものがあります。 トヨタでは役員、 管理職から一

般派遣社員まで全員が毎日 「提案書」 を書き、一人一人の意見が経営に生かされるのだそうです。

　集団は一人の力より全員で少しの力を出し合って伸びていくものだと思います。 学校教育はま

さしくそうでなければならないと思います。

政信教育長のあじま～コラム

　なかなか冬になりきれない今日この頃…、 なのにもう年末。 季節と気候が合いません。 寒いのは苦手ですが、 冬の朝の空
気がキンとした感じは好きだったな。 年々冬が来るのが遅くなっている気がします。 早く来て～寒い冬！

オキナワトカゲ：トカゲ科今月の生きもの

　おはようございます！私たち、オキナワトカゲです。

　冬は寒いので朝、日向ぼっこをして体を温めてから活動してい

ます。子どもの頃は縞模様の体をしていて、しっぽの先が青くて

きれいなんだけれど、大人になったら全身うす茶色っぽくなりま

す。大人のメスは縞模様が残る感じ。オスはメスより頭が大きく

て頬の横から体の側面が赤っぽいので見分けられるはず。

　海岸林から平地に住んでいるので、朝の散歩中に集落内で私た

ちに出会えるかも。一緒に日向ぼっこしましょ♪
撮影：村山望

メス

オス

１日（日）中体連地区新人④

（小）きらめき発表会

２日（月）区長会　（小）振替休日

７日（土）（園）生活発表会　星空観察会

学校総合文化祭 ～８日

13 日（金）（中）クガニー発表会

（小）学級保護者会

17 日（火）（中）三者面談 ～ 19 日

18 日（水）（園）学級保護者会

20 日（金）交通安全シークヮーサー作戦

25 日（水）２学期終業式

26日（木）定例教育委員会会議

27 日（金）官公庁仕事納め

31 日（火）大晦日

12 月７日

クリスマスツリーの日


